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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で
新

年
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
ご
承
知
の
通
り
公
益
社
団
法
人
で

あ
り
ま
す
当
会
の
目
的
は
、
税
知
識
の
普

及
・ 

納
税
道
義
の
高
揚
と
社
会
貢
献
活
動

で
あ
り
ま
す
。
令
和
３
年
は
、
一
昨
年
か
ら

続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
を
受
け
る
１
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
年

末
に
か
け
て
感
染
者
数
も
減
少
し
た
と
こ
ろ

か
ら
、
当
法
人
会
と
し
て
出
来
る
施
策
を
積

極
的
に
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
毎
年
春
に
実
施
し
て
い
た
院
内
御

廟
の
清
掃
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
社

会
貢
献
事
業
と
し
て
「
会
津
鶴
ヶ
城
落
ち
葉

清
掃
活
動
」
へ
初
め
て
参
加
協
力
し
た
と
こ

ろ
、
会
津
若
松
税
務
署
長
な
ら
び
に
統
括
官

に
も
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
す
が
す
が
し
い

晩
秋
の
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
一
昨
年
に
引
き
続
き
会
津
若
松
税

務
署
主
催
の
年
末
調
整
説
明
会
が
中
止
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
当
説
明
会
の
必
要
性
や
有

益
性
を
考
慮
し
法
人
会
主
催
で
２
日
間
に
わ

公益社団法人  会津若松法人会
会長　遠　藤　　久

た
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
改
正
電
子
帳
簿
保
存
法
に
よ
り

全
事
業
者
を
対
象
と
し
て
、
令
和
４
年
１
月

１
日
か
ら
電
子
取
引
デ
ー
タ
は
電
子
デ
ー
タ

で
の
保
存
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

取
り
急
ぎ
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
説
明
会
の
対
象
は
、
法
人
個
人
を
問
わ

ず
地
域
の
全
事
業
者
で
す
の
で
、
会
津
若
松

商
工
会
議
所
・
青
色
申
告
会
連
合
会
・
農
業

青
色
申
告
会
連
合
会
の
三
団
体
に
ご
後
援
を

い
た
だ
き
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
会
津
の
税

務
関
係
４
団
体
が
連
携
し
て
説
明
会
を
開
催

す
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。　

　
改
正
電
子
帳
簿
保
存
法
の
施
行
は
あ
ま
り

に
急
で
し
た
。
各
層
か
ら
意
見
要
望
が
多
く

寄
せ
ら
れ
「
令
和
４
年
税
制
改
正
大
綱
」
に

お
い
て
、
電
子
デ
ー
タ
の
保
存
義
務
は
「
や

む
を
得
な
い
事
情
」
等
が
あ
る
場
合
は
２
年

間
延
長
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
れ
ど
、
令

和
元
年
に
日
本

の
社
会
全
体
の

デ
ジ
タ
ル
化
に

向
け
て
「
デ
ジ

タ
ル
・
フ
ァ
ー

ス
ト
法
」
が
成

立
し
、
一
連
の

動
き
に
は
早
期

に
そ
の
世
界
を

実
現
さ
せ
た
い

強
い
意
向
を
感

じ
ま
す
。

　
来
年
に
は
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
も
導
入
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

経
済
取
引
の
在
り
方
か
ら
新
た
な
官
民
連
携

ま
で
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
会
津
若
松
法
人
会

と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
が
志
向
す
る

目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
有
効
な
手
段
の
一

つ
が
デ
ジ
タ
ル
化
だ
と
認
識
し
、
地
域
に
浸

透
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
も
当
法
人
会
は
、
会
員
の
た
め
に
役

立
つ
情
報
を
提
供
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、

地
域
と
の
関
係
や
連
携
を
大
事
に
し
、
地
域

の
た
め
に
な
る
こ
と
は
会
の
垣
根
を
超
え
て

情
報
伝
達
を
い
た
し
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み

こ
そ
が
、
地
域
で
活
躍
す
る
会
員
の
た
め
に

な
る
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
も
法
人
会
活
動
に
対
し
て
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

会
員
企
業
の
皆
様
の
ご
隆
盛
を
心
か
ら
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会津美里町の歳の神（二本柳公園）
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令
和
４
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
遠
藤
会
長
を
は
じ
め
、
会
津
若
松
法
人
会
の
役

員
の
方
々
並
び
に
会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り

税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
深
い

ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
も
、
皆
様
と
の
連
携
・
協
調
を
深
め
な
が

ら
、
税
務
行
政
の
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
会
津
で
の
生
活
も
早
い
も
の
で
半
年
が
過
ぎ
、

名
所
旧
跡
巡
り
だ
け
で
な
く
、
季
節
の
移
ろ
い
も

楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
間
も
な
く
令
和
３
年
分
の
確
定
申
告
の

時
期
を
迎
え
ま
す
。
税
務
署
で
は
、
本
年
も
申
告

書
作
成
会
場
を
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス
に
開
設
い
た
し

ま
す
。
例
年
２
月
16
日
か
ら
開
設
し
て
お
り
ま
す

が
、
本
年
も
２
月
８
日
か
ら
前
倒
し
し
て
開
設
し
、

年
金
受
給
者
や
新
規
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
適
用
見
込

者
等
を
対
象
に
申
告
相
談
会
を
行
う
こ
と
や
、
会

場
内
に
お
け
る
換
気
・
消
毒
の
徹
底
や
社
会
的
距

離
の
確
保
と
い
っ
た
基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
等

に
加
え
、
自
宅
等
か
ら
の
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
申

告
を
広
く
呼
び
か
け
て
来
場
者
の
削
減
を
試
み
る

等
の
取
組
を
実
施
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
リ
ス
ク
軽
減
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
や
従
業
員
の
皆
様
が
、
確
定
申
告

を
行
う
際
に
は
、
申
告
書
作
成
会
場
に
赴
く
こ
と

な
く
、
是
非
と
も
、
ご
自
宅
等
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
し
て
、
ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
申
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
申
告
で
は
、
ス

マ
ホ
の
カ
メ
ラ
で
源
泉
徴
収
票
を
撮
影
す
れ
ば
自

動
入
力
さ
れ
、
対
象
範
囲
も
拡
大
に
な
り
、
利
便

性
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
申
告
書
の
作
成
手
順
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の

「
国
税
庁
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
に
掲
載
さ
れ
、
ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
は
確
定
申
告
期
間
中
24
時
間
い
つ
で
も

利
用
で
き
ま
す
の
で
非
常
に
便
利
で
す
。

　
な
お
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
を
行
う
に
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

取
得
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
ス
マ
ホ
か
ら
の
申
請

又
は
、
お
住
い
の
市
町
村
で
手
続
き
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
納
税
者
の
利
便
性
向
上
と
現
金
管
理
等

に
伴
う
社
会
全
体
の
コ
ス
ト
を
縮
減
す
る
観
点
か

ら
、
令
和
７
年
度
ま
で
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付

割
合
を
４
割
程
度
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。
非
対
面
の
納
付
手
段
で
あ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
納
付
（
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
と
い
っ
た
電
子
納
税
、
振
替
納
税
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
）
の
利
用
を
推
奨
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
や
従
業
員
の
皆
様

の
ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
と
な
り
ま
す
が
、
会
津
若
松
法
人
会
の
更

な
る
ご
発
展
と
会
員
企
業
の
ご
繁
栄
、
並
び
に
、

会
員
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
年

も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

会津若松税務署長
佐 藤　 修

 

インターネットバンキング等 
 
 
 
 
 
 

契約しているインターネットバンキング等か

ら納付する手続です。 
※注１ 

税務署への届出 不 要 

納 付 手 数 料 原 則 不 要 

 

ダ イ レ ク ト 納 付 
 
 
 
 
 
 

e-Tax を操作して指定した預貯金口座から振

替により納付する手続です。 

 

税 務 署 へ の 届 出 要 

納 付 手 数 料 不 要 

 

ク レ ジ ッ ト カ ー ド 納 付 
 
 
 
 
 
 

「国税クレジットカードお支払いサイト」か

ら納付する手続です。 
※注２ 

税務署への届出 不 要 

納付手数料 要 

 

e-Tax を利用している（又は今後利用したい） e-Tax を利用していない 

・インターネットバンキングやモバイルバンキングを利用している 

・インターネットで事前に残高を確認してから納付したい 

・クレジットカードやインターネットバンキング等を利用していない 
・手数料がかからない手続を利用したい 
・納付日付を指定したい 

・複数口座での振替を利用したい 

・主にクレジットカード決済を利用している 

・金融機関や税務署の窓口に行かなくても非対面でＯＫ 

・待ち時間なし 

・時間を問いません(e-Tax の利用時間及び金融機関システムの稼働時間等によっては利用できない時間帯があります) 

 

キャッシュレス納付のメリット 

※注１ インターネットバンキングの納付手数料は不要ですが、インターネットバンキングや ATM等の利用のための手数料がかかる場合があります。 

※注２ 徴収高計算書の提出が必要な源泉所得税の納付には e-Taxの利用が必要です。 
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
４
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
会
津
若
松
法
人
会

の
皆
様
に
、
謹
ん
で
新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
東
北
税
理
士
会
会
津
若
松
支
部
は
、
会
津
若
松

税
務
署
管
内
の
市
町
村
を
区
域
と
し
、
税
理
士
会

員
54
人
が
活
躍
し
て
い
る
税
理
士
会
支
部
で
す
。

　
法
人
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
税
理
士

会
の
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
税
理
士
は
、
税
理
士
法
第
１
条
（
税
理

士
の
使
命
）
に
則
し
て
、
税
務
に
関
す
る
専
門
家

と
し
て
、
独
立
し
た
公
正
な
立
場
に
お
い
て
、
申

告
納
税
制
度
の
理
念
に
そ
っ
て
、
納
税
義
務
の
適

正
な
実
現
を
図
る
た
め
、
日
々
の
業
務
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　
常
に
自
己
研
鑽
に
励
み
、
ま
た
近
年
の
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
化
に
よ
る
新
し

い
技
術
も
駆
使
し
て
税
理
士
業
務
を
進
化
さ
せ
て

い
く
こ
と
で
、
そ
の
資
質
の
向
上
に
努
め
、
納
税

者
の
信
頼
に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
の
猛
威
は
依
然
と
し
て
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

私
共
の
日
常
生
活
や
業
務
な
ど
あ
ら
ゆ
る
活
動
に

お
い
て
様
々
な
制
約
が
課
さ
れ
て
い
る
中
、
税
理

士
会
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
毎
年
恒
例
で
開
催
し

て
い
た
総
会
や
研
修
会
、
納
税
者
へ
の
税
の
無
料

相
談
会
な
ど
を
中
止
ま
た
は
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
し
た
。

　
そ
ん
な
中
で
も
、
法
人
税
法
を
は
じ
め
各
税
法

お
よ
び
税
理
士
法
な
ど
各
種
の
改
正
が
な
さ
れ
、

ま
た
、
納
税
者
の
所
得
の
多
様
化
も
あ
り
、
私
た

ち
税
理
士
の
真
価
が
問
わ
れ
る
一
年
と
な
り
ま
し

た
。

　
今
後
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

新
し
い
時
代
を
見
据
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
も

し
つ
つ
タ
イ
ム
リ
ー
で
有
益
な
情
報
を
会
津
若
松

支
部
一
丸
と
な
り
、
皆
様
方
へ
お
伝
え
で
き
る
よ

う
活
動
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
新
し
い
年
の
門
出
に
当
た
り
、
会
津
若
松
法
人

会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
発
展
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
て
、
年
頭
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

東北税理士会
会津若松支部長
上 杉  雅 明

東北税理士会会津若松支部から

開催のお知らせ

　東北税理士会会津若松支部では、社会貢献活動の一環として、2月23日 ( 税理
士記念日 ) に、税理士による「税の無料相談会」を開催することとしております。
　相続税や贈与税、土地や建物の譲渡に係る税、消費税、その他確定申告に関わ
る税などのご質問・ご相談をお受けいたしますのでお気軽にご利用ください。　
　なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から「電話予約による相談会」
開催のため、相談をご希望される方は「電話による事前予約」が必要です。

「税の無料相談会」

☎050-2018-1150(東北税理士会電話予約受付センター)

開催日時

開催場所

予約受付

令和4年2月23日(水曜日、祝日)  午前10時～午後3時45分まで

アピオスペース2階「税の無料相談会」 (会津若松市インター西90)

～税金について困ったときは、お近くの税理士に相談しましょう～

※予約受付：令和４年２月７日(月)～２２日(火)　(土日祝日は除く)
　午前9:30～午後4:30　(時間厳守)

予約の際に
必要な事項

①相談会場／「会津若松」を希望して下さい。
②相談開始時間／時間の希望を伝えて下さい。ただし、予約状況によっては希望に沿えない場合があります。
③氏名･電話番号･住所を回答／匿名での相談はお受けできません。



法人ニュース会津 (4)

令
和
４
年
度

   

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

（
要
約
）

　
提
言
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。
詳

細
は
全
法
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
税
の
提
言

活
動
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

:/
/
w
w
w
.zen

k
o
k
u
h
o
jin

k
a
i.o

r.jp

Ⅰ
．
税
・
財
政
改
革
の
あ
り
方

１
．
財
政
健
全
化
に
向
け
て

・
２
０
２
５
年
度
は
団
塊
の
世
代
が
す
べ

て
７
５
歳
の
後
期
高
齢
者
と
な
る
節
目
の

年
で
あ
り
、
社
会
保
障
給
付
の
急
増
が
見

込
ま
れ
る
「
２
０
２
５
年
問
題
」
と
称
さ

れ
て
い
る
。
政
府
が
歳
出
・
歳
入
の
一
体

改
革
に
本
気
で
取
り
組
め
ば
、
２
０
２
５

年
度
の
Ｐ
Ｂ
黒
字
化
は
決
し
て
達
成
で
き

な
い
目
標
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
お

き
た
い
。

２
．
社
会
保
障
制
度
に
対
す
る
基
本
的
考

え
方

・
社
会
保
障
給
付
費
は
公
費
と
保
険
料
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
財
政
の
あ
り
方
と
密

接
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
適
正
な
「
負

担
」
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、「
給
付
」

を
「
重
点
化
・
効
率
化
」
に
よ
っ
て
可
能

な
限
り
抑
制
し
な
い
か
ぎ
り
、
持
続
可
能

な
社
会
保
障
制
度
の
構
築
と
財
政
健
全
化

は
達
成
で
き
な
い
。

・
社
会
保
障
は
「
自
助
」「
公
助
」「
共
助
」

が
基
本
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
公
平
性

を
確
保
し
た
う
え
で
そ
の
役
割
と
範
囲
を

改
め
て
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

・
次
な
る
新
型
感
染
症
が
発
生
し
た
場
合

に
備
え
る
意
味
で
も
、
抜
本
的
な
医
療
制

度
改
革
の
議
論
を
開
始
す
る
必
要
が
あ
る
。

３
．行
政
改
革
の
徹
底

・
地
方
を
含
め
た
政
府
・
議
会
は
「
ま
ず

隗
よ
り
始
め
よ
」
の
精
神
に
基
づ
き
自
ら

身
を
削
り
、
以
下
の
諸
施
策
に
つ
い
て
、

直
ち
に
明
確
な
期
限
と
数
値
目
標
を
定
め

て
改
革
を
断
行
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

４
．マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
す
で
に
運

用
を
開
始
し
て
い
る
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
率
が
低
い
な
ど
、
国
民
や

事
業
者
が
正
し
く
制
度
を
理
解
し
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。
政
府
は
制
度
の
意
義
等

の
周
知
に
努
め
、
そ
の
定
着
に
向
け
本
腰

を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

５
．今
後
の
税
制
改
革
の
あ
り
方

Ⅱ
．経
済
活
性
化
と
中
小
企
業
対
策

１
．新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応

・
中
小
企
業
は
我
が
国
企
業
の
大
半
を
占

め
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
の
確
保

な
ど
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
い
わ
ば

経
済
社
会
の
土
台
と
も
い
え
る
存
在
で
あ

り
、
こ
れ
が
立
ち
行
か
な
く
な
れ
ば
、
経

済
全
体
に
と
っ
て
も
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
事
態
に
陥
る
。
政
府
と
自
治
体
は
複
雑

で
多
岐
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
対
策
の
周
知
・

広
報
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
申
請
手
続

き
の
簡
便
化
や
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
給
付
を

行
い
、
中
小
企
業
が
存
続
を
図
れ
る
よ
う

全
力
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

２
．
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制

措
置

（
１
）
法
人
税
率
の
軽
減
措
置

（
２
）
中
小
企
業
の
技
術
革
新
な
ど
経
済

　
　
　
活
性
化
に
資
す
る
措
置

（
３
）
中
小
企
業
の
設
備
投
資
支
援
措
置

３
．
事
業
承
継
税
制
の
拡
充

・
我
が
国
企
業
の
大
半
を
占
め
る
中
小
企

業
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
の
確

保
な
ど
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
中
小

企
業
が
相
続
税
の
負
担
等
に
よ
っ
て
事
業

が
承
継
で
き
な
く
な
れ
ば
、
経
済
社
会
の

根
幹
が
揺
ら
ぐ
こ
と
に
な
る
。
平
成
３
０

年
度
の
税
制
改
正
で
は
比
較
的
大
き
な
見

直
し
が
行
わ
れ
た
が
、
さ
ら
な
る
抜
本
的

な
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。

４
．
消
費
税
へ
の
対
応

・
消
費
税
は
社
会
保
障
の
安
定
財
源
確
保

と
財
政
健
全
化
に
欠
か
せ
な
い
が
、
軽
減

税
率
制
度
は
事
業
者
の
事
務
負
担
が
大
き

い
う
え
、
税
制
の
簡
素
化
、
税
務
執
行
コ

ス
ト
お
よ
び
税
収
確
保
な
ど
の
観
点
か
ら

　会津若松法人会では、税のオピニオンリー

ダーたる経営者の団体として公平で健全な税

制の実現を目指して、税の提言活動を行って

います。

　今年も『令和４年度税制改正に関する提言』

の実現を強く求め、11/26小熊慎司衆議院議員、

12/10菅家一郎衆議院議員、12/21室井照平会

津若松市長・清川雅史会津若松市議会議長へ

遠藤久会長、鈴木勝人副会長、上杉税制委員

長がそれぞれ提言活動を行いました。衆議院議員

小熊 慎司 氏
衆議院議員

菅家 一郎 氏

改 正 提 言 を 実 施改 正 提 言 を 実 施
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問
題
が
多
い
。
こ
の
た
め
、
か
ね
て
か
ら

税
率
１
０
％
程
度
ま
で
は
単
一
税
率
が
望

ま
し
く
、
低
所
得
者
対
策
は
「
簡
素
な
給

付
措
置
」
の
見
直
し
で
対
応
す
る
の
が
適

当
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
。
国
民

や
事
業
者
へ
の
影
響
、
低
所
得
者
対
策
の

効
果
等
を
検
証
し
、
問
題
が
あ
れ
ば
同
制

度
の
是
非
を
含
め
て
見
直
し
が
必
要
で
あ

る
。

Ⅲ
．地
方
の
あ
り
方

・
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
は
国
と
地
方
の
役
割

分
担
の
曖
昧
さ
や
行
政
組
織
間
の
意
思
疎

通
不
足
、
病
院
間
の
特
性
に
応
じ
た
役
割

分
担
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
浮

き
彫
り
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
緊
急

時
の
医
療
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
そ
の
た
め
に
は
国
と
地
方
、
さ
ら
に

自
治
体
間
の
情
報
共
有
が
不
可
欠
で
あ
り
、

改
め
て
広
域
行
政
の
必
要
性
を
強
調
し
て

お
き
た
い
。

・
地
方
自
身
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
や
強
み

を
い
か
し
た
活
性
化
戦
略
を
構
築
し
、
地

域
の
民
間
の
知
恵
と
工
夫
に
よ
り
、
新
た

な
地
場
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
手
法
を
開
発
し

て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
際

に
最
も
重
要
な
の
は
、
地
方
が
自
立
・
自

助
の
精
神
を
理
念
と
し
、
自
ら
の
責
任
で

必
要
な
安
定
財
源
の
確
保
や
行
政
改
革
を

企
画
・
立
案
し
実
行
し
て
い
く
こ
と
で
あ

る
。

Ⅳ
．震
災
復
興
等

・
政
府
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に

つ
い
て
、
令
和
３
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で

の
５
年
間
を
「
第
２
期
復
興
・
創
生
期
間
」

と
位
置
付
け
、
令
和
３
年
度
以
降
の
復
興

の
円
滑
か
つ
着
実
な
遂
行
を
期
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
こ
れ
ま
で

の
効
果
を
十
分
に
検
証
し
、
予
算
の
執
行

を
効
率
化
す
る
と
と
も
に
、
原
発
事
故
へ

の
対
応
を
含
め
て
引
き
続
き
適
切
な
支
援

を
行
う
必
要
が
あ
る
。
と
り
わ
け
被
災
地

に
お
け
る
企
業
の
定
着
、
雇
用
確
保
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
実
効
性
の
あ
る

措
置
を
講
じ
る
よ
う
求
め
る
。

・
ま
た
近
年
、
熊
本
地
震
を
は
じ
め
地
震

や
台
風
な
ど
に
よ
る
大
規
模
な
自
然
災
害

が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
る
が
、
東
日
本

大
震
災
の
対
応
な
ど
を
踏
ま
え
、
被
災
者

の
立
場
に
立
っ
た
適
切
な
支
援
と
実
効
性

の
あ
る
措
置
を
講
じ
、
被
災
地
の
確
実
な

復
旧
・
復
興
等
に
向
け
て
取
り
組
ま
ね
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
被
災
者
支
援
の
観

点
か
ら
、
災
害
に
よ
る
損
失
を
雑
損
控
除

と
切
り
離
し
た
、
新
た
な
控
除
制
度
の
創

設
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
な
い
。

Ⅴ
．そ
の
他

１
．納
税
環
境
の
整
備

２
．環
境
問
題
に
対
す
る
税
制
上
の
対
応

３
．租
税
教
育
の
充
実

令和４年度 税制改正に関するスローガン
○ポストコロナの経済再生と財政健全化を

　目指し、税財政改革の実現を！

○適正な負担と給付の重点化・効率化で、

　持続可能な社会保障制度の確立を！

○コロナの影響はまだ残る。

　深刻な打撃を受ける中小企業に、実効性の

　ある対策を！

○中小企業にとって事業承継は重要な課題。

　本格的な事業承継税制の創設を！ 会津若松市長

室井 照平 氏
会津若松市議会議長

清川 雅史 氏

令 和 ４ 年 度 税 制令 和 ４ 年 度 税 制

財
務
省
　11
月
9
日

財
務
副
大
臣

　大
家

　敏
志 

氏

国
税
庁
　12
月
13
日

長

　
　官

　大
鹿

　行
宏 

氏

次

　
　長

　重
藤

　哲
郎 

氏

課
税
部
長

　星
屋

　和
彦 

氏

上記のほか、自民党・立憲民主党・国民民主党・総務省・中小企業庁へ訪れました

右から田中税制副委員長、大家副大臣、飯野税制委員長、

松﨑専務理事

左奥から星屋課税部長、大鹿国税庁長官、重藤次長
右奥から飯野税制委員長、小林会長、松﨑専務理事

4
4
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12/3 改正電子帳簿保存法・インボイス制度説明会（アピオスペース）

11/29 租税教室（鶴城小学校児童数48名）

12/8 労働条件のチェックポイント講座（アピオスペース）

11/27 鶴ヶ城公園内　落ち葉清掃活動（法人会からの参加16名）

12/22 正副会長会（萬花楼）

10/20 正副委員長会議（法人会会議室）

カ
メ
ラ

レ
ポ
ー
ト
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　「会津若松市障がい者雇用優良事業所顕彰事業」

は、障がい者を積極的に雇用し、雇用環境を整え

るなど、他の事業所の模範となる事業所を「会津

若松市長賞」として表彰し、そのすばらしい取組

みを、市民や企業に広く啓発することにより、障

がい者雇用意識の高揚を図ることを目的に実施し

ております。

　国税庁は12月28日、来年1月1日から義務化される

電子取引の取引情報に係る電磁的記録（電子データ）

の保存制度について、令和4年度税制改正大綱で導

入する方針を決めていた2年間の宥恕措置の適用に

必要となる電子帳簿保存法施行規則の改正省令が27

日に公布されたことを受けて、電子帳簿保存法取扱

通達・パンフレットなどを同庁ホームページ上で公

表した。

　このうち「電子帳簿保存法取扱通達解説（趣旨説

明）」では例えば、宥恕措置における「やむを得な

い事情」の意義について、その電磁的記録の保存に

係るシステム等や社内のワークフローの整備が間に

合わない等といった、自己の責めに帰さないとは言

い難いような事情も含め、要件に従って電磁的記録

の保存を行うための準備を

整えることが困難な事情が

ある場合については、この

宥恕措置における「やむを

得ない事情」があると認め

られる、などと説明している。

2021年12月28日 税のしるべ電子版（大蔵財務協会発行）より

受賞事業所:：株式会社ダイエツ様
⑴事 業 内 容　測量業、建設コンサルタント、

　　　　　　　地質調査業、補償コンサルタント

⑵雇用障がい者数　１名　※雇用率の計算上は2名換算

⑶障がい者雇用率　７．４％

障がい者雇用優良事業所を表彰 電子取引の取引情報のデータ保存に係る
２年間の宥恕措置、国税庁が通達等を公表

11/15・16 年末調整・インボイス制度説明会（アピオスペース）

12/14 研修・広報委員会合同会議（法人会会議室） 12/13 組織・厚生委員会合同会議（会津若松ワシントンホテル）

INFORMATION
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中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
、

こ
の
「
四
文
字
言
葉
」
を
聞
い
た
こ
と
の

あ
る
人
は
多
い
で
し
ょ
う
。
意
味
は
ま

さ
に
読
ん
で
字
の
ご
と
し
で
、
「
医
」
と

「
食
」
は
根
っ
こ
が
同
じ
な
の
だ
か
ら
、

き
ち
ん
と
食
事
を
し
て
い
れ
ば
病
気
の
治

療
に
も
予
防
に
も
な
る
。
つ
ま
り
、
毎
日

の
食
生
活
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
を
知

ら
し
め
る
先
人
の
教
え
な
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
四
文
字
言
葉
は
中
国
か
ら
の

伝
来
が
多
い
の
で
、
こ
れ
も
そ
う
思
わ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
が
、
日
本
の
研
究
者
の

間
で
否
定
派
と
肯
定
派
に
分
か
れ
、
そ
の

後
も
結
論
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
で
は
２
つ

の
説
は
ど
の
よ
う
に
違
う
か
を
説
明
し
ま

し
ょ
う
。

　
否
定
派
の
根
拠
は
、
中
国
に
は
古
く
か

ら
「
薬
食
同
源
」
と
い
う
言
葉
が
定
着
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
「
食
べ
物
は

薬
に
も
な
る
」
と
い
う
意
味
で
す
が
、
本

場
の
中
国
で
「
薬
」
が
「
医
」
に
代
わ
っ

た
形
跡
は
無
い
た
め
、
中
国
の
着
想
に
準

じ
て
、
間
違
い
な
く
日
本
で
作
ら
れ
た
造

語
だ
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
の
肯
定
派
は
、
薬
と
医
は
肉
親
の

よ
う
な
も
の
で
、
双
方
の
専
門
家
で
も
区

別
は
極
め
て
難
し
い
こ
と
を
強
調
し
ま
す
。

さ
ら
に
中
国
の
古
書
に
も
２
つ
を
同
一
視

し
た
記
述
が
あ
り
、
薬
で
も
医
で
も
本
質

は
同
じ
で
、
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
は
同
じ

で
は
な
い
か
、
と
反
論
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
漢
方
薬
に
つ
い
て
も
、
中

国
か
ら
の
伝
来
説
と
日
本
で
の
処
方
説
の

あ
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
漢
方
薬

が
中
国
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
の
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
本
で
は
長
い
歴
史
の

中
で
動
植
物
や
鉱
物
も
対
象
に
し
た
生
薬

（
し
ょ
う
や
く
）
の
研
究
が
進
み
ま
し

た
。
そ
れ
ら
の
量
や
組
み
合
わ
せ
も
細
か

く
工
夫
さ
れ
、
薬
と
し
て
確
立
さ
れ
た
も

の
の
多
く
は
、
「
処
方
」
さ
れ
た
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の

も
「
処
方
」
さ
れ
た
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
江
戸
時
代
に
使

わ
れ
た
も
の
が
中
心
で
す
。
日
本
の
漢
方

薬
は
江
戸
時
代
以
降
に
急
速
に
研
究
が
進

ん
で
い
る
の
で
、
現
在
使
わ
れ
て
い
る
漢

方
薬
は
中
国
伝
統
医
学
と
一
線
を
画
す
る

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
双
方
を
同
一
視

す
べ
き
で
は
な
い
、
と
の
意
見
は
強
い
の

で
す
。

中
国
に
は
「
薬
食
同
源
」
と

同
格
の
よ
う
な
伝
統
料
理
「
薬
膳
」
も

　
中
国
を
旅
行
し
た
際
に
「
体
に
良
い
食

べ
物
」
と
し
て
古
く
か
ら
存
在
す
る
「
薬

膳
」
を
食
し
た
経
験
が
あ
る
方
も
い
る
で

し
ょ
う
。
そ
も
そ
も
薬
膳
と
は
、
薬
の
よ

う
な
お
膳
と
い
う
意
味
で
す
か
ら
、
薬
食

同
源
を
地
で
行
く
飛
び
切
り
の
健
康
食
で

す
。
「
薬
膳
」
と
は
、
簡
単
に
言
う
と
病

気
を
予
防
す
る
パ
ワ
ー
の
あ
る
食
材
を
集

め
て
作
ら
れ
る
料
理
の
こ
と
で
、
具
体
的

に
は
、
穀
類
は
五
穀
、
肉
類
は
五
畜
、
野

菜
は
五
菜
、
果
物
は
五
果
が
選
ば
れ
ま
す
。

　
中
国
の
健
康
食
は
「
未
病
の
段
階
で
治

す
」
を
前
提
に
、
病
気
に
進
ま
な
い
よ
う
、

少
し
体
調
が
悪
く
て
も
発
病
し
な
い
よ
う
、

細
心
の
配
慮
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
薬
膳
に

は
店
に
来
て
く
れ
た
人
の
体
調
に
マ
ッ
チ

し
た
食
材
が
選
ば
れ
、
「
お
い
し
か
っ
た
、

ま
た
来
る
ね
」
と
、
お
客
さ
ま
が
笑
顔
で

引
き
上
げ
る
の
を
見
送
る
の
が
基
本
中
の

基
本
で
す
。

　
日
本
に
も
近
年
は
薬
膳
料
理
の
店
が
増

え
て
き
ま
し
た
が
、
中
国
に
薬
膳
料
理
と

い
う
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
膳
に

は
料
理
の
意
味
が
あ
る
か
ら
で
、
薬
膳
に

と
ど
め
る
の
で
す
。
本
場
の
誇
り
、
と
言

え
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
日
本
の
自
慢
話
も
少
し
し
ま

し
ょ
う
。
日
本
の
和
食
は
近
年
、
見
事
な

健
康
食
と
し
て
欧
米
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
ご
存
じ
で
す
よ
ね
。
そ
の
和
食

は
２
０
１
３
年
に
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
新
鮮
な
食
材

の
活
用
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
調

理
法
が
高
く
評
価
さ
れ
た
の
で
す
。
中
で

も
人
気
が
高
か
っ
た
の
は
、
主
食
に
一
汁

三
菜
と
い
う
食
事
法
で
し
た
。
例
え
ば
、

ご
飯
に
味
噌
汁
、
肉
か
魚
の
主
菜
、
納
豆

や
豆
腐
な
ど
大
豆
製
品
と
野
菜
の
副
菜
、

そ
し
て
香
の
物
。
こ
れ
ぞ
医
食
同
源
、
薬

食
同
源
と
、
ア
ジ
ア
の
各
国
か
ら
も
熱
い

視
線
が
注
が
れ
ま
し
た
。

医
食
同
源
ど
こ
ろ
か
肝
心
の
食
事
を

し
な
く
な
っ
た
現
代
の
若
者
た
ち

　
こ
の
よ
う
に
日
本
に
は
昔
か
ら
医
食
同

源
、
薬
食
同
源
の
教
え
が
あ
り
、
近
年
で

は
和
食
が
世
界
の
誇
り
と
称
賛
さ
れ
て
い

る
の
に
、
そ
れ
ら
が
生
か
さ
れ
な
い
状
況

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
肝
心
要

の
食
事
が
ソ
ッ
ポ
を
向
か
れ
、
食
べ
ら
れ

な
く
な
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。

　
始
ま
り
は
、
若
者
た
ち
の
朝
食
離
れ
で

し
た
。
パ
ソ
コ
ン
や
ゲ
ー
ム
で
夜
更
か
し

を
し
て
、
朝
食
を
食
べ
る
時
間
が
あ
れ
ば

寝
る
方
を
選
び
、
職
場
や
学
校
に
出
か
け

ま
す
。
ス
マ
ホ
時
代
に
な
り
朝
食
離
れ
は

さ
ら
に
進
み
ま
し
た
が
、
何
よ
り
も
「
食

べ
る
の
が
面
倒
に
な
っ
た
」
と
い
う
感
じ

で
す
。
い
や
、
そ
れ
よ
り
も
食
べ
る
元
気

と
い
う
か
、
気
力
が
な
く
な
っ
た
と
し
か

思
え
ま
せ
ん
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
て
い
る

訳
で
も
な
い
の
に
、
食
べ
盛
り
の
若
者
が

ど
う
し
て
、
と
不
思
議
に
な
り
ま
す
。

　
あ
る
集
ま
り
で
「
朝
食
を
食
べ
て
い
る

か
ど
う
か
」
を
調
査
す
る
と
、
食
べ
て
い

る
人
の
１
位
は
定
年
退
職
者
の
男
性
で
、

２
位
は
専
業
主
婦
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
食

べ
な
い
人
に
理
由
を
聞
く
と
、
食
べ
る
よ

り
寝
る
時
間
を
大
事
に
し
た
い
、
が
一
番

多
か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
結
論
と
し
て
、
こ
ん
な
食
生
活
で
は
医

に
も
薬
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
医
食
同
源
に

無
関
心
な
若
者
た
ち
は
、
三
大
栄
養
素

（
タ
ン
パ
ク
質
、
炭
水
化
物
、
脂
質
）
も

知
ら
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
に
ビ
タ
ミ

ン
と
ミ
ネ
ラ
ル
が
加
わ
る
と
五
大
栄
養
素
、

さ
ら
に
食
物
繊
維
が
入
る
と
六
大
栄
養
素
。

せ
め
て
そ
れ
だ
け
は
覚
え
、
明
日
の
日
本

を
支
え
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

 
古
く
か
ら
伝
わ
る
日
中
両
国
の
健
康
法

　
　
　
　
　
　

 

「
医
食
同
源
」
の
そ
の
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

大
谷　

克
弥

【
筆
者
紹
介
】

大
谷
克
弥
（
お
お
た
に
・
か
つ
や
）　
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
。
東
北
福
祉
大
学
講
師
。
日
本
医
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

協
会
会
員
。
読
売
新
聞
社
出
身
、
在
職
中
に
長
期
連
載
『
医

療
ル
ネ
サ
ン
ス
』
を
創
設
。
現
在
は
フ
リ
ー
で
、
著
作
、

講
演
活
動
な
ど
に
従
事
。
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税理士法人キロル
齋藤事務所

社員 / 税理士

齋 藤  章 一
S A I T O  S h o i c h i

〒969-6533
福島県河沼郡会津坂下町字台ノ下７５１-４
電話（０２４２）８５-６３７８ FAX（０２４２）８５-６３７９
携帯０９０-４５５９-６２６８

税理士法人キロル

代表社員 / 税理士

鈴 木  義 文
S U Z U K I  Y o s h i f u m i

西村　智文
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代表取締役会長 星　　　貴

代表取締役社長

Motomu Hoshi

Kenichi Hoshi
星　　賢一

大同生命は、「経営者保険のパイオニア」として、
これからも、みなさまに大きな安心をお届けしてまいります。

本年もよろしくお願い申しあげます。

URL : http://www.208.co.jp   e-mail : yamaguchi-k@208.co.jp

e-mail : nimaru-k@208.co.jp

山 口 耕 平
植  村  賢  二代表取締役社長

Kenji Uemura

http://www.nzr.co.jp

代表取締役

〒969-6516
福島県河沼郡会津坂下町大字中泉字毘沙田 65-1
TEL 0242-83-3415  FAX 0242-83-1837

坂下清掃有限会社

猪  俣  孝  之





法人ニュース会津 (16)


